




焼き型よ 大きかったことは 」と諭す場面がよくみられる。親の意向にそぐわない結婚相手などもって ほか、子は親に従うことが大切だとされる。二〇世紀半ばに書かれた『萎れた花』は、都会に出て苦学する青年 郷里で将来を誓った美しい乙女が、伝統的な価値観に翻弄される悲恋物語である。焼き型よりも くなりそ だったお菓子
は自ら縮こまり、その挙句衰弱して命まで失ってしまう。この物語は一九五四年にフランスから独立後、中等教育のカリキュラムに採り入れられ、国民文学とも言えるほど人々に親しまれてきた。現在でも物語を地でいくような事件がたびたび報道され、焼き型が依然として健全であ ことがわかる。
この焼き型はいつも親とは限らなかった。一九七五〜七
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特集〈歴史のことば　現在のことば〉
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